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アメリカンドッグのどに詰まらせた小３男児が死亡 東京・墨田区の学童クラブ

産経新聞 12月17日(金)1時1分配信

東京都墨田区立の公民館で学童クラブ中におやつのアメリカンドッグをのどに詰まらせ

意識不明の重体だった小学３年の男児（９）が１６日午後８時ごろ、搬送先の病院で死亡

した。墨田区が１６日夜明らかにした。死因は窒息による心肺停止とみられる。

同区や警視庁向島署によると、男児は１４日午後４時過ぎ、同区堤通の区立「梅若橋コ

ミュニティ会館」で、長さ約５センチのアメリカンドッグをのどに詰まらせた。当時、３

５人の児童と職員４人がおり、職員らが背中をたたくなどしたが、取れなかったという。

同署が経緯を調べている。

小３男児がアメリカンドッグのどにつまらせ意識不明

産経新聞 12月15日(水)12時37分配信

東京都墨田区堤通で１４日午後４時５分ごろ、梅若橋コミュニティ会館で行われていた

学童クラブ中に小学３年生の男児（９）がおやつに出されたアメリカンドッグをのどに詰

まらせた。男児は病院に搬送されたが、意識不明の重体という。

警視庁向島署によると、学童クラブには当時、３５人の児童がおり、女性職員２人とパ

ート職員２人で面倒をみていた。職員は「男児が『うー』と苦しそうな声を出して立ち上

がったので気付いた」と話しているという。

職員らが男児の背中をたたくなどして対処したが、のどから取れなかったため、１１９

番通報した。
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放課後児童クラブにおける事故防止について

、 、 。児童の健全育成につきましては かねてより種々ご高配を賜り 厚く御礼申し上げます

さて、今般、放課後児童クラブにおいて、おやつの提供時における死亡事故が報告され

たことから、活動中に思いもよらぬ事故が発生する可能性を踏まえ、その発生防止に十分

ご留意頂くとともに、実際に事故が発生した際、迅速かつ適切に対応するためのマニュア

ルの作成や関係機関との連携などについて、改めて管内市町村及び放課後児童クラブに周

知いただきますようお願いいたします。

また、参考として内閣府食品安全委員会において作成された「食べ物による窒息事故を

防ぐために」等の資料（別添）を送付させていただきますので、ご参照下さい。


















